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□ごあいさつ

産業革命以後、私達人間は「より便利に・より安価に」を合言葉に化石燃料に頼った経済成長を進めて参りました。

その結果環境問題は局地的な公害問題から地球環境の問題へと広がり、資源の枯渇、温暖化現象、ダイオキシン

や環境ホルモンの発生等多くの問題が生まれてまいりました。近年になりようやく、環境問題に真剣に取り組まなけ

ればならないという気運が生まれ、環境のための様々な取組みが行われるようになりました。

私達エスク株式会社は創業以来60年以上に亘り廃棄物の適正な処理に関するコンサルティングや水に関する環境

の確保等を中心に事業を展開してまいりました。

　生来、人間はより良い暮らしを求める生き物ですから、環境のためだからといっても経済を止めるわけにはいきま

せん。しかし従来型の大量生産・大量浪費の経済ではなく「３Ｒ」を確立して、今あるものを使い続けることによって

持続できるような経済活動を評価する価値観が定着していく必要があると思います

　現在弊社が環境保全のための事業を進める中で、その事業が逆に環境への負荷を増大させていないかといった

こともチェックしてきました。そのツールとして現在弊社が認証を受けております「エコアクション２１」の環境経営

システムは大いに意義があるものだと思います。

　東北で未曾有の大災害が発生し、原発の事故が引き金となり、日本全体で節電に取組み、国民のエコ意識や

興味が非常に高まってきていると感じております。

　エスク株式会社は今後も様々な工夫と取組みで、環境への負荷の軽減を目指して努力を続けてまいります。

エ ス ク 株 式 会 社
代表取締役社長　岡屋敷　豊

＜環境経営理念＞
「地球環境の保全」と「快適な生活・事業環境を常に維持すること」の両立は、私たちにとって大きな問題になって

います。当社は様々な観点から環境保全について考え、提案実践し、幅広く綜合的に環境事業を行います。

創業以来、生駒山のふもと寝屋川の流れを抱く大東市で、当社は身近で且つ、深刻である環境問題に真摯に

取組み事業を展開してきました。

これからも、たゆみなく環境保全へのプロセスを積み上げて参ります。

＜環境保全への行動指針＞
　当社は、基本理念の実現に向けて以下の事項を行動指針とします。

１、当社に関連する環境関連法規制・条例およびその他の要求事項を遵守します。

２、化学物質（分析試薬）の適正な管理を行います。

３、事業活動における、環境負荷の低減や環境改善を図る為、次の事項に重点的に取組みます。

　　①二酸化炭素排出量の削減

　　　　・電気使用量の削減

　　　　・燃料使用量の削減（ガソリン、軽油）

　　②水の削減

　　　　・節水に努める

　　③グリーン購入の推進

　　　　・事務用品などの購入時にはエコ仕様商品を選択する。

　　④受託した産業廃棄物の収集運搬における環境配慮に取り組む。

　　　　・収集運搬作業車両の燃費向上に努める。

　　⑤自社の廃棄物削減

　　　　・社内においてリユース、リサイクルに努める。

４、全従業員に「環境方針」の理解と協力を求め、周知徹底を図り、環境意識向上に努めます。

制定日：

改定日：

代表取締役社長 岡屋敷　豊

環境経営方針

2019年8月1日

2006年6月25日
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

エスク株式会社
代表取締役　岡屋敷　豊

（２） 所在地
本　　　社 大阪府大東市三箇4丁目18番18号
京田辺営業所 京都府綴喜郡井手町井出南猪ノ坂47

大阪支店 大阪府大阪市西区立売堀5-1-11-502
兵庫営業所 兵庫県西宮市六甲台5-28-43
関東営業所 東京都大田区羽田５－６－９　イリョーキ羽田ビルディング1階
和歌山営業所 和歌山県新宮市上本町1-2-7

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 取締役 梶原　裕之 TEL：０７２－８０６－２１０２
担当者 富倉　優美 TEL：０７２－８０６－２１０２

（４） 事業内容
産業廃棄物・特別管理産業廃棄物収集運搬業、
濃度計量証明事業、建築物飲料水水質検査業、簡易専用水道法定検査、
建築物飲料水貯水槽清掃業、浄化槽清掃・保守点検業

（５） 事業の規模
法人設立 1969年　2月
資本金 万円
売上高 万円

名 (0) 名 (0) 名 (0) 名 5 名 1 名

受託した産業廃棄物の処理量

収集運搬量 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ
普通 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ
特別管理 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

※2017年度より特別管理産業廃棄物収集運搬量を集計
車両台数

10ｔアームコンテナ 台 10ｔバキューム 台 2ｔブロア 台
8ｔアームコンテナ 台 4ｔバキューム 台 2ｔ冷蔵冷凍 台
4ｔアームコンテナ 台 2ｔバキューム 台 密閉型バン 台
2ｔアームコンテナ 台 10ｔブロア 台

4ｔキャブオーバー 台 4ｔブロア 台 台

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： エスク株式会社
対象事業所： 本　社

京田辺営業所
大阪支店
兵庫営業所
関東営業所
和歌山営業所

□事業の紹介
事業年度： ８月～７月

許可内容（一部）
・特別管理産業廃棄物収集運搬業　・産業廃棄物収集運搬業　・一般廃棄物収集運搬業　
・廃棄物取扱許可証（し尿収集運搬） ・一般廃棄物処理業（浄化槽汚泥）　・浄化槽清掃業　・浄化槽汚泥搬入業　
・浄化槽保守点検業　・浄化槽保守点検業業者登録・建築物飲料水貯水槽清掃業
・建築物飲料水水質検査業　・計量証明事業登録（濃度、質量） ・厚生労働大臣、指定水質検査機関
・厚生労働大臣登録簡易専用水道検査機関

81 87 名
55.78㎡114.46㎡24.79㎡29.16㎡ 27.54㎡2,653.60㎡ 2,905.33㎡

本社 京田辺営業所大阪支店 兵庫営業所 関東営業所

7,466.0
―

―

2016年度2015年度

7,891.9
1,724.3

3

3

和歌山営業所 合計

延べ床面積　　　

30,000
209,539

従業員　　　　　

2022年10月4日

8,023.0
9,616.3

7,172.4

1 29合　計

台数
2

9,405.0

1,382.0

3
2
1

4
1
2

2018年度2017年度

台数 車種車種

―

7,219.0
―

2020年度
9,745.6
6,911.9
2,833.7

台数
1
1
5

車種

2,345.8

2021年度
11,786

7,947.7
3,838.2

2019年度
9,518.2
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・環境経営レポートの確認

・自部門における環境経営方針の周知

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・試行・訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
部門長

2022年10月4日

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営方針の策定・見直し

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営レポートの承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境管理責任者の補佐、の事務局

・環境活動の実績集計

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

環境経営推進委員会

EA21推進委員会

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境管理責任者を任命

役割・責任・権限

環境保全連絡会

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

廃棄物部門長

山本 政博

貯水・下水・浄化槽部門長

木下 幸治

測定センター部門長

菊田 智貴

総務部門長

富倉 優美

代表者

岡屋敷 豊

環境経営推進委員会

EA21推進委員会

梶原 裕之
環境保全連絡会

富倉 優美

大阪支店 兵庫営業所京田辺営業 関東営業所 和歌山営業
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□許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ
類

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず

鉱
さ
い

ば
い
じ
ん

が
れ
き
類

廃
石
綿
等

感
染
性
産
業
廃
棄
物

産業廃棄物収集運搬業 大阪府 第02700004374 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

京都府 第02601004374 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

兵庫県 第02803004374 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

奈良県 第02900004374 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

三重県 第02400004374 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

和歌山県 第03000004374 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

滋賀県 第02501004374 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

福井県 第01802004374 ● ● ● ● ●

岡山県 第03302004374 ● ● ● ● ● ● ● ●

香川県 第03709004374 ● ● ●

広島県 第03400004374 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

岐阜県 第02100004374 ● ● ● ●

静岡県 第02201004374 ●

愛知県 第02300004374 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

特別管理産廃収集運搬業 大阪府 第02750004374 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

京都府 第02651004374 ● ● ● ● ●

兵庫県 第02853004374 ● ● ● ● ● ●

奈良県 第02950004374 ● ● ● ● ● ●

三重県 第02450004374 ● ● ● ● ● ●

滋賀県 第02551004374 ● ●

和歌山県 第03050004374 ● ● ● ● ● ●

岡山県 第03352004374 ●

香川県 第03759004374 ●

広島県 第03450004374 ● ● ● ● ● ● ● ●

岐阜県 第02150004374 ●

静岡県 第02251004374 ●

愛知県 第02350004374 ● ● ● ● ● ●

R5.2.1 R12.1.31

許可の
有効

年月日

R4.9.1

R8.2.12

R1.10.8 R8.10.7

R11.8.5

H31.2.13

R8.2.12

H28.5.13 R5.5.12

H28.11.19 R5.11.18

H28.12.20 R5.12.19

H28.11.16

H29.1.13

R5.12.11

R5.4.29

R4.7.1

R4.8.22

許可番号

R3.5.10 R10.5.9

R1.10.8

R5.11.15

R4.8.8 R11.8.7

R1.9.26

H28.6.25 R5.6.24

R5.1.13 R12.1.9

R4.7.9

産業廃棄物の種類

許可の
年月日

発行者

H28.10.24 R5.10.23

R4.8.8 R11.8.7

R6.1.12

H31.2.13

H28.12.13

種　類

R2.11.24 R9.10.13

R11.7.8

R5.3.15 R12.3.14

R8.10.7

R2.11.24 R9.10.13

R3.5.6 R8.5.5

R11.6.30

R3.5.6 R8.5.5

R11.6.30
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□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

トン

トン

トン

トン
㎥

※二酸化炭素排出量には、削減目標でない都市ガス等を含む。

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

✕

－
〇

〇

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力㈱2014年度基礎排出係数を使用。
（次回、基礎年見直し時に、調整後排出係数を使用することとする）

□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2015年

2021年

508
一般廃棄物の削減

kg 564
744,796 769,225 733,580

水使用量 6,908 6,111 6,120

536 297

基準年度比 2015年 98% 106%
上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 759,996 724,171

525

6月5月4月

53%

19,451

1月12月
37,565

26,934

業務用空調機点検（簡易） ○

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

9月8月

2023年

10月

93% 90%

92%

96%

555,996

171,792 168,176
（目標）

6,411

3月

（目標）

22,498

7月

90%

20,633 25,539

2月

32,143 31,187
25,12929,792 26,758 23,492 26,087

11月

26,138 23,779
28,157

23,650 20,968 24,186
25,129 29,949 36,68928,263 26,596

6,271

基準年度比

㎥
2014年 95%

74,775

97%

561,787

基準年度比

項　目 2019年

2,346

　一般廃棄物排出量 0.30 0.32

受託収集運搬量 9,518 9,746 11,786

　産廃 7,172 6,912 7,948

0.30

0.30

779,065 775,794

2,834 3,838

廃棄物排出量 0.32

　特管

二酸化炭素総排出量 785,415

数値目標 〇 基準年及び排出係数の見直しにより目標値が厳しくなりつつも、累計
では達成できている。節電の徹底化意識付けの継続指示、及び5月
からの社内LED化による効果なども作用し、結果的に目標は達成で
きた。今後も再度節電意識を徹底させるとともに、高効率機器への更
新などハード面の削減手段として太陽光パネル設置の検討を行う。

空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○
不要時消灯 ○
昼休みの消灯 ○

0.531

2015年 98% 87% 95% 93%

76,302

2014年 95% 88%

6,968 6,620 6,120

2022年評
価（基準年)

基準値 2021年　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

水道水の削減

177,217 157,763

71,622

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 579,162 567,579 611,462

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 180,834

基準年度比

（目標） （実績）

0.30

2020年 2021年

0

20,000

40,000
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2015年

2021年

取組紹介欄

2015年

2021年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2014年

2021年

取組結果とその評価、次年度の取組内容

2月 3月 4月

25

1月 2月 3月 4月 6月 7月5月

23 20
38 37 41 50 60
22

49
18 25 23

6月 7月5月
46

分別・リサイクル化が進み、最終廃棄するものについて達成できてい
る。
削減意識の浸透も定着化が進み、重点的に削減を行えた。今後も継
続した削減を進めるよう指示。

3月 4月 5月 6月 7月
7,095 8,894 9,479
5,479

12,000 12,000 6,0006,000 12,250 18,000 10,286
14,648 13,607 7,604 14,837 14,164 14,652 8,178

6,818 7,0925,762 6,631 6,244 6,181

1月 2月
6,422 8,142 7,249 7,848

○アイドリングストップ

取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 ✕

低燃費車両導入推進
急加速・急停車の防止 ○

〇

効率的なルートで収集

12,131
14,612 14,244 14,737

6,111 12,279

○

達成状況

自動車燃料トータルでの目標達成はかなわなかったが、ガソリン単
体での使用量は抑えることが出来ており継続を期待したい。
今後ディーゼル車の削減に重点を置いて取り組む。このディーゼル
車については、事業の拡大・頻度の増加に伴う使用量の増加である
と考える。
これまで達成困難な状況が続くため、目標値の見直しを含め検討を
したが、結論は出ず、引き続き検討を行う。

8月 9月 10月 11月 12月

7,050 7,498 6,809 6,667 6,931
9,400 8,992

12,000

7,059 8,074 8,239

8月 9月 10月 11月 12月
18,297

13,471 21,062

達成状況

数値目標
分別の徹底 ○
シュレッダー廃紙のリサイクル化 △
帳票見直しによる印刷物の削減 △

49 56 60 40 38
28 29 26 28 30

梱包材の再利用 ×

9月 1月

△

10月 11月 12月8月
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水道水の削減

取組紹介欄

2014年

2021年

グリーン購入の推進

507 599 517 414

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

514
8月 9月

487
12月
753677 543 643

10月 11月

439 578531 464

2月 3月 4月 7月
630 467 567 554591 542

6月1月 5月

533 548499

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・節水弁取り付け
・節水シールの貼り付けとポスター掲示 △

・トイレに擬音装置取り付け ○

491

単月の月次評価のほとんどでクリアし、最終的に年間目標を達成。
植栽散水などこまめな節水により効果が出た模様。
引き続き目標達成に努めたい。

事務用品のグリーン購入推進 × 1年を通じ、昨年比で達成できず。事務用品の積極的なグリーン購入
は継続するも、全体の分母増加への割合が追い付かず、結果目標
達成できず。
一時的な影響か見極めが必要。状況に応じ目標値の見直しも検討
必要。

△
・自動水栓取り付け ○

数値目標 〇
達成状況
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□緊急事態対応訓練
緊急事態の想定： 地震・火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
一般廃棄物、産業廃棄物（金属ｸｽﾞ、廃プラ、廃ガラス、廃油、廃蛍光灯等）廃棄物処理法

適用される法規制

廃棄時の適正処理、業務用空調・冷凍機の定期点検

和歌山営業所、定期点検・清掃（2022年6月1日　法定検査実施）

地震発生を想定し、これの対応手順のテストと関係者の訓練を行う。『火災・地震　各発生対策手順書』
に基づき、避難・救助の手順のテスト及び従業員の訓練を実施。手順通りの行動を確認、有効性を評価し
た。

環境責任者・総務部員　計5名
2021/10/4 3Ｆ事務室等

・想定地震・火災発生　緊急事態訓練

車両からの積載物のはみ出し、安全運転管理者等
自動車Nox・PM法

消防法
フロン排出抑制法
道路交通法

大阪府条例 対策地区内で排気ガス規制に適合した自動車の使用

本社軽油地下タンクの定期点検（2022年4月11日　点検実施）
環境測定センター排水

分析使用薬品の適正管理毒劇物取締法
水質汚濁防止法
下水道法

危険物の保管許可、指定可燃物の届出(本社軽油地下タンク)

排気ガス規制

浄化槽法
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

【取り組み状況の評価結果】 【環境経営方針】

　・2022年8月5日に定期評価を実施した結果遵守されている。 事業活動へのインプットに関わる項目の実施度合いが低く、

【目標・環境活動の計画達成状況】 省エネルギー・新エネルギー使用に関して課題が大きい。

　・電力量の削減：　達成 【目標・環境経営計画】

　・自動車燃料の削減：　未達成 全社的に実践できているので、頭打ちにならないよう新たな

　・一般廃棄物の削減：　達成 取り組みへのアイデア募集等、各々が積極的に関わるような

　・水道水の削減：　達成 活動を進めたい。

　・グリーン購入の推進：　　未達成 また、事業活動の拡大化等に伴い、目標値設定の見直しの

【周囲の変化状況】 時期に差し掛かっていると思われるため、検討を行いたい。

　・この１年間で該当なし。

【代表者より】

本年も継続して環境活動に邁進する。

現在、ソフト面の取り組みなどは全社的に浸透し、各々の意識も向上している。

燃料の目標未達に関しては、事業拡大に伴う運搬量の増加が主たる要因であることは理解できる。

軽油において、売上高での原単位による検討を行うも、現場作業に使う燃料消費もあり、

売上高原単位での効果の見極めを行うも有効な期待が出来ず、原単位への移行の難しさに直面することとなる。

データの蓄積を進めつつ、今後も継続した環境配慮に心掛けたい。

ハード面における環境配慮の取り組みも念頭に、今後設備更新等導入時は、環境負荷を低減させていくよう

選定し、積極的に検討していきたい。

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり ただし今後状況を見つつ、見直しも検討

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

現在昼休憩時は事務室内の電気をほぼ消灯し、電力削減の一助になればと努力しております。
　また裏紙の再利用など小さなことから意識付けをおこない、会社からの排出量自体を下げる努力を行っております。

□編集後記

各部門からのデータ提供等、全社的な協力体制の元、本活動に取り組んでおります。
今後も環境活動にご理解とご協力をお願いしたいと存じます。

次回環境経営レポートの発行は、2023年10月を予定

2022年9月1日
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